友人の 友 枝八郎 は、 ちょっと 風 変り な 人物で ある。 

どんなに 彼が 風 変り であるか、 それ を 知る に は、 彼が 

はやみち 

私に よく 聞かせる 夢の 話 を 御 紹介す るの が 捷径で あろ 

、つ。 

かれ 友 枝 は、 好んで 夢の 話 をした。 彼が 見る 夢 は、 

たいへん 奇妙で も あり、 そして 随分し つかりした 内容 

を もっていて、 あまり 夢を見る ことのない 私な どに 

とって は、 美しく も あれば、 ときには また 薄 気味 わる 

く 感ずる こと も あるの だ。 (乃公 は 夢で、 同じ 町 を 幾 

度と なく 見る) と、 彼 は 空ろな 眼 を ギロリ と 動かして 

いうので あった。 ( …… ああ、 いっか 来た 町へ また 出 



だ、 それ は 確か 廊下の 左側だった よ。 

「金色の ハンドル！」 

さんぜん 

燦然た る ハンドルの 前まで くると、 乃公の 手 は ひと 

りで に その ド— ァの 方へ 伸びて ゆく のだった。 その 黄 

金の ハンドル を 握って、 グ ルリと まわして、 向う へ 押 

すの だった。 無論 いつだつて その ド ー ァは 向う へやす 

やすと 明いた さ。 乃公 は 吸い こまれる ように、 その 室 

の 中へ 入って ゆく のだった。 

その 部屋 は 十 坪 ほどの がらんと した 客間だった。 真 

じゅうたん 

ん 中に 赤い 絨毯が 敷いて あってね、 その上に 水色の 

卓子と 椅子との ワン. セットが 載って いるの だ。 卓子 



の 上に は、 こっちの 部屋の 調度な どが そのまま 反対に 

映って いた。 乃公 は 部屋に 入る と、 第 一番に つかつか 

とその 鏡の 前まで 進み、 自分の 顔 をみ るの が 楽しみ 

だった。 鏡の 位置が 奥まって 横向きに なって いたた め、 

鏡の 前へ 立たない と 自分の 顔 は 見えなかった。 —— 乃 

公 は そこでい つも 勇ましい 自分の 顔 を&れ ^れ と 見つ 

める のだった。 ヴィク トル • エマヌエル 第一 世 はこん 

な 顔 をして いたよう に 思うな どと、 私 は 反身に なった。 

鏡の 中の 乃公の 姿 も、 得意そう に、 反身に なった こと 

である。 

鏡の 前で、 さんざん 睨めつ こや、 変な 表情 や 滑稽な 



その 女 は、 はじめ 下 を 向いて いたが、 やがて オズ ォ 

ズと顔 を あげて、 乃公の 方 を 睨む ように 見た ので あつ 

た。 

(呀ッ ) 

乃公 はいきな り 胸 をつ かれた ように 思って、 はっと 

眼 を 外ら せた。 ああ、 その 女 は 乃公の 愛人だった ので 

ある。 若い 男と なんか 手 をと りあって 入つ てきやが つ 

てと、 乃公の 心は穏 かでなかった。 

だが 乃公 は、 ここで 慌てる の は 恥 かしい と 思った。 

あ ゆうゆう 

飽くまで 悠々 と 落 付き を 見せて、 卓子の 方へ 近づき、 

二人 を 背に して 腰を下ろした。 そして 洋盃の 中に 酒 を 



なみなみと 注いで、 そして 静かに 口のと ころへ 持って 

いった。 

ひそひそと、 若い 男女 は 乃公の 背後で 喃々 私語して 

いるで はない か。 その 微な 声が アンプリファイ^ -1 

で 増 音せられ て、 乃公の 鼓膜の 近くで 金盥 を 叩きで 

もして いるよう に 響く のであった。 

(あいつら、 唯の 仲 じ やない ぞ。 もう 行く ところまで 

行って いるに 違いない！) 

乃公 はぐつ とこみ あげてく る もの を、 一生懸命に 俅 

えた。 でも むかむかと むかついて くる。 乃公 は 目 を 瞑 

じて、 洋盃 をと りあげる なり、 ぐぐ— つと 一と 息に 嚥 



み 干した。 そして 空に なった 洋盃を 叩きつ ける ように 

がちゃりと、 卓上に 置いた ので ある。 —— 二人の 私語 

ははた と熄ん だ。 

乃公 は 慌てないで、 じっと 取り澄ま していた。 (あ 

い つら、 なんの ために、 乃公に 見せ つけに 来たの か？) 

乃公が 気がつ かないと 思って いるの だろう か。 それな 

ら それでい い。 よお し、 こっち も そのつ もりで 居て や 

ろう。 

ふ る 

乃公 は 震える 足 を 踏みし めて、 椅子から 立ち上った。 

そして 二人の 方 を 見ない ようにして、 静かに 奥の、 大 

鏡の 方へ 歩いて いった。 



がから からに 乾いて 声が 出て こない。 気 を 落 付けな く 

てはいけ ない —— 

乃公 は 煙草の 力 を 借りようと 思った ので、 ポケット 

に 手 を 入れて、 そっと シガレット • ケー スを引 張り だ 

した。 そして 蓋 を あけようと 思った が、 どうした のか 

明かない。 乃公 は それ を 身体の 蔭で やって いるので あ 

る。 顔 を 動かす こと もい ま は 慎まねば ならない とき 

だと 思った ので、 乃公 は 鏡に 映って いる その 手 を 見た。 

そして シガレット • ケ— スを 見た。 

(おや？) 

乃公 はちよ つと 吃驚した。 わが 手の 中に あるの は、 



わるい 話で あるが、 鏡の 中の 自分の 方が、 お 先へ 運動 

を 起して ゆく のだった。 乃公 はじつ としてい るの がと 

て も 恐ろしく なった。 鏡の 前に 立って いる 自分が、 こ 

の 儘 じっとして いるなら、 乃公 は 発狂す るか もしれ な 

い。 鏡の 中の 自分が 動いて、 その 前に 立って いる 害の 

自分が 動かない という こと は、 とりもなおさず、 鏡の 

前に 立って いる 乃公の 本体が 既に 死んで しまって いる 

の だとい う 事実 を 証明す る ことになる ではない か。 

( …… ) 

切り裂く ような 大 戦慄が 全身 を 走った。 乃公 は 慌て 

て、 鏡の 中に うつる 乃公の あと を 追って、 ピストル を 



持つ 腕 を 胸の 方に ぐんぐん あげた。 だから 間もなく 乃 

公 は、 鏡の 中の 乃公に 追いついた。 

(ああ、 恐ろしかった！) 

乃公 は 身体 中 びっしょり 汗をかいた。 

ピストル は、 遂に 胸の 上 いっぱいに 持ち上がった。 

銃口が ぴたりと 左の 肩に あたる。 それから 左の 肩が じ 

りじり と 廻転して ゆく。 半眼 を 開いて、 照準 を じっと 

覘ぅ。 狙いの 定まった ままに、 なお もじり じりと 左へ 

廻転して ゆく。 

「き、 き、 き、 きつ …… 」 

た わ t 

というよ うな 声 を あげて、 何も 知らない 二人 は戯 



れ 合う。 

「ち、 畜生！」 

憎い 女 だ、 淫婦め！ 

ちらと 鏡の 中に、 自分の 顔 を 盗みみ ると、 歯 を剝き 

だして 下唇 をぐ つと 嚙 みしめ ていた。 口惜し さ 一杯に 

張リ きった 表情が、 必然的に 次の 行動へ じりじり 引 込 

んで ゆく。 引金に かかって いる 二 本の 指が ぐっと 手前 

へ 縮んで …… 

「ど— ン」 

あ、 やった。 

「 う うう 1 ン 一 



ろまで しか 覚えて いない 
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どうも 夢の 話 だとい うのに、 あまり 詳しく 話 をし す 

ぎた ようで、 さぞ 退屈だった ろうと 思う。 要は、 乃公 

のみた 夢と いうの が、 いかに はっき リ とした もので あ 

り、 そして 不思議な 現象 を 持って いるかと いう こと を 

理解して 貰いたかった のであった。 



「これ だな」 

乃公 はに やりと 笑った。 

—— その 金色の ハンドル を 廻して、 室内へ 入り こん 

だ。 もちろん 部屋の 中 も、 前回 等に 見た と 全く 同じ こ 

じゅ-つたん 

とさ。 室の 中央に 赤い 絨毯が 敷いて あるし、 その上 

しょうしゃ テ— ブル 

に は 瀟洒な 水色の 卓子と 椅子との セットが 載って 居 

り、 その また 卓子の 上に は、 緑色の 花活が 一 つ、 そし 

て 挿して ある 花まで 同じ 淡紅色の 力— ネ— シ ョ ンだ つ 

た。 

「 、 、 ヽ、 ヽ o ヽ r\o, 

I ，力 ぶ ^LJ ^つ 

乃公 はお かしくな つて 笑い出し たくなる の を、 じつ 



と咏 えながら 室の 中央に 進んだ。 そこで 奥の 方 を 見る 

と、 果して 例の 大鏡 があった ので はない か。 乃公 は 

すっかり 安心して、 たいへんに 楽な 気持に なった。 

(役者な どい う 職業 も、 毎日 同じ 道具 立で、 同じ こと 

を演 るの だから、 乃公が いま 感じて いると 同じ ことに 

初日 以後 は、 やる たびに 楽に なって くるんだろう) 

そんな こと を 思ったり した。 

—— 乃公 は 例によって、 いつの 間に か大 鏡の 前に 

立って いた。 そこに 映る 自分の 姿 をみ ると、 例のと お 

ど はつ てん 

リ 怒髪天 をつ き、 髭 は 鼻の 下 を がっちりと 固めて いる 

と いう 勇ましい 有康だ つ た。 



乃公の 身体 は 小 きざみに 震えて きた。 おそるおそる 

一 挙 一 動 を 鏡に うつして 見る のだった。 

—— ポケットの 中から、 シガレット. ケ— ス ならぬ 

ピストル を 取り出す …… 。 

おお、 それから だ！ 

—— ピストル を 握る 手 を、 じりじりと 胸の 方へ 上げ 

て ゆく。 …… じりじりと 上げて ゆく。 

「はてな、 今日はよ く 合って いる ぞ」 

乃公 は 期待した 異常が 今日は 認められな いのに、 

ほっと 息 を 吐いた。 しかしい つ 急に ありあり と、 二つ 

の 像が 分裂 を はじめない とも 限らない …… 。 



「ああ、 大丈夫 だ」 

乃公 は 嬉し さと 安心の あまり、 声 を あげよう とした 

ほどだった。 正しく 異常はなかった。 その 途中 わざと 

腕 を 上下へ 動かして みたが、 実物と 像と は、 シンクロ 

ナイ ズ した ト ー キ —のように、 すこしも 喰いち がいな 

く、 同じ 動作 を 同じ 瞬間に くりかえした のだった。 

(この 前の あの 恐ろしい 分離 現象 は、 自分の 心の 迷い 

だった かしら！) 

そんな 風に 思った が、 いや そんなに 深く 考える こと 

はいらなかった の だ。 なにしろ 夢の 中の 出来 ごとで は 

ないか。 いろいろと 理窟に 合わない こと もで きる 害で 



ある。 原っぱの 真中に いて、 机が ほしいと 思えば、 奇 

術の ように、 ぼっかり と 机が 飛び だしてく る こと も、 

夢の 中 だから、 あつたと て 別に 不思議 はない の だ。 

—— 銃口 を 左の 肩に あてがい、 狙い を 定めて、 静か 

に 肩 を 左に 廻して ゆく。 男と 女と は、 小声ながら、 呼 

吸 を はずませて 云い 争って いる。 若い 女の、 なんとい 

うか 恨み 死す るよう な感能 的な 鼻声が 聞え た。 …… 

「そこ だつ、 —— こん 畜生！」 

乃公 は ピストルの 引金 を ひいた。 

ど— ン。 

「き や 1 ッ。 …… 」 



以上の 二つの 夢 を 聞いて、 君 はどう 思う か。 なんと 

不思議な 話で はない か。 あまりに はっきり しすぎて い 

る 夢 だと は 思わない か。 
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静かな 冬の 朝だった。 

さえぎ 

陽 は 高い 塀に 遮 られて 見えない が、 空 は うらら か 

一晴れ 渡って、 空気 は シトロン のように 爽 かであった。 



うだ。 いいと ころで 気がついて よかった よ。 

ところで その後 だんだん 調べられ たが、 その 係官の 

ひと 

中に 杉 浦 予審 判事と いうたい へん 親切そう な 仁が いて 

ね、 その 仁が 乃公の 聞き もしない こと を、 べらべら 話 

をして くれたよ。 それ は 実に 素晴らしい 想像力から 生 

れ でた 物語な の だ。 まるで 一 篇の ショ— ト. スト— 

リ— のように 怪奇 を 極めた 謎々 ばな しなの さ。 彼の 物 

語の 真偽 はとる に 足りない けれど、 いかにも そのこ じ 

つけが 面白い から、 是非 話して 聞かせよう。 

「お前 は その 二 つの 夢 を、 本当の 夢 だと 思って いるか。 

そして、 よしんば それが 夢 だとしても、 その 二つの 夢 



像との 両 空間に 不思議な 断層 を 発見した ために、 ただ 

訳 もな く 狼狽して しまったの だ。 もしお 前が、 常人の 

ように 気 をし つかり 持って いたの だったら、 その 空間 

の 喰い 違いに、 はっとして 本当の こと を 気付かね ばな 

ら ない 害だった。 ここが 大事な ところ だ。 常人なら、 

どう 思う だろう。 (これ は 可笑しい ぞ。 お化け 鏡で は 

あるまい し、 鏡に 映った 自分の 姿が、 自分の 演り もし 

ない 動作 をして いるなん て 可笑しい じ やない か。 鏡の 

中に 映って いるの は 自分の 姿で はない の だ！) と 気が 

つかなければ ならん。 つまり その 大鏡は 鏡に あらず し 

て、 実は その 硝子 板の 向う に、 自分と 同じ 扮装 をして 



同じ 作用 を させた の だ。 そんな トリック はよ く、 博覧 

会な どの 見世物で、 やって みせる トリックで、 誰でも 

知っている。 お前 は 心に もな く、 一人の 女 を 殺して し 

まった の だ」 

—— なぜ 私 は、 その 女 を 殺さねば ならなかった ので 

すか、 と 乃公 は 怒鳴る ようにして 聞き かえした もの だ _ 

すると、 

「それ は 調べて 判った。 その 女 を 殺すべく 企んだ の 

は、 その 亭主で ある。 つまりお 前の 親友と いう 男 だ。 

その 部屋 も なにもかも、 お前の 友人が 作った の だ」 

—— いえ、 それ は 違います。 あの 男 は、 そんな 悪い 



、；L ころう、 まつ まつ まつ I 

おどろ 

—— 乃公 は呀 ッと駭 いてし まった。 正しく そのと 

おりだ。 …… しかし 待てよ、 やっぱり 変 だ。 予審 判事 

さんの 手際 はたい へん 美事な ようで、 実はそう でない。 

彼 は 数学 を 知らない も 同然 だ。 彼の ロジック はちつ と 

も 合って いないの である。 すなわち 彼 は、 夢の 中の 

ひげぼう ぼう 

髭茫々 の 乃公の 顔に すっかり 手 を 入れて 置いて、 いか 

にも 現実の 世の 乃公の 顔の ように 化粧して 置き、 それ 

を 黙って いたの だ。 そして 今、 再び 逆に、 もとの 夢の 

中の 顔に 仮装 法 を 以て 還元して みせた の だ。 それで は 

予審 判事さん の 云って いるよう な 一 方 的の 証明に はな 
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